
昭和43年度春季大会研究発表会

をかえりみて

　本年度の春季大会は，5月27日～29日の3日間，東京の気象庁内で開催された．以下は当日の座長の方

々にお願いした各分野の研究発表のreviewである．本誌15巻3号に掲載した講演要旨，　あるいは予稿集

（13号）と併読されるよう希望する．（講演企画委員会）

〔気象統計・気候・生気候〕

　101（鈴木），102（野本，他），103（石原，他）は何

れも統計的予報への理論，実際が報告された．（101）に

ついては年に数回というような現象にもこの判定法は有

効であろうか．また（103）では単なる「スクリーンメ

ソード」に終らず各種要素との単相関から綜観的な「モ

デル」を想定しようとしているが，問題は現在の綜観的

なタイプ，要素，特にフ・ント等の考慮に立つ予報官の

予報にとって変り得るものかどうか，今後の進展が注目

される．

　104（迎），105（奥田），前者は変動度を標準偏差によ

って捉えその立体的分布を調ぺ，後者は大雨日数の地域

分布の特徴を明らかにした．

　106，107（真鍋，他）は日，月食の古文書の記述から

古文書の日付の正確であること，又玄界灘の春一番につ

いても数世紀からその開始の日付・回数等を調べた労作

であった．108（高田，他）は今回は路面温度の放射冷

却，気温との関係等が報告された．道路気象（？）の先

駆的研究として今後の進展が期待される．（109）は中止

された．

　110（坂上），111（片山，他），112（紐山）は何れも

人体と気象との関係を取扱った．（110）では体感温度に

関係深いのは湿球温度であること，また（111）では脳

卒中の冬季集中をさらにくわしく，気温の日較差，天気

と死亡数の関係にまで進めたが，サンプルが　いという

議論があった．また（112）では一般に冬季集中を示す

乳児死亡が暖房の発達すを欧米では集中が緩和されてい

ることが示された．

　何れの論文も気象学の新しい芽を含み充分な討論が望

まれたが，時間がないのが残念であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西本清吉）

〔総観気象学〕

発表された研究は17篇で，大別してメソ気象関係9，
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気象衛星関係4，その他4であった．藤田のATS16mm

カラー映画という出し物もあり，会場は超満員の盛況で

あった．葛西・足立は昨年春の大会で発表したAPT写

真ステレオに発展させたが，この分野の研究に情熱を傾

けていた葛西氏の殉職は非常に惜しまれる．気象衛星放

射資料から真の地表面温度を推定する問題は，気象衛星

発明以来の最重要課題の一つであったが，藤田・土屋ら

の研究はその解決に大きな前進を示した．大気の物理量

とAPT写真の雲分布の関係を調べた土屋・保科の研究

は，雲分布から逆に大気物理量を推定しようとする試み

の第一歩で完成が期待される．藤田の16mmATS写真

は圧巻で，宇宙ステージに展開された華麗にして複雑な

Cloudパレーは，一同に深い感銘を与えた．小元の降ひ

ょうの気候学的物性および発生などに関する研究は，ま

さに足でかせいだ成果，メソ解析に示唆するところ大き

かった．北陸地方の降雪に関連したメソじょう乱の解析

はすでに多くの人々が発表しているが，青木・力武は7

～9時間周期の存在を確め，らに力武は，寒気核の界面

の傾斜による波速の変化による影響について述べた．曲

田・西田・尾崎の写真解析法は，利用度が広いので，天

気にでも紹介して貫えば，一般会員に大変参考になるだ

ろう．曲田・湯山・山本の富士の雲写真によるhydraulic

jumpの説明は，素晴らしいカメラセンスに助けられ説

得力があった．播磨屋は，石狩湾の小低気圧の移動性の

ものについての詳しい解析を行なった．羽越地方の豪雨

を解析した島田は，豪雨は主低気圧の南約200km付近

に発生するメソ低気圧に伴って起こるという興味ある事

実を指摘した．宮本は山脈などの風下に誘発される低圧

域には，山脈などのスケールに応じていろんなスケール

のものがあることを例示したが，台風時の天気図解析に

あたって注意すべき重要事項である．海霧発生機構を研

究した落合は，季節に無関係に，綜観スケールの気圧パ

ターンに共通の特性を見出し，さらに伊勢湾の濃霧は，

とり残された冷気塊と南から流入する暖気塊の界面に発

生することを発見した．中山の航空機観測による富豊な

、天気”15．7．
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資料と経験にもとづくジェッと流付近対流雲の研究は，

分り易く整理されていて好評であった．金光の低気圧の

併合の研究は，統計的解析に加え，力学的にそのメカニ

ズムに一層の突込みあれば，興味ある論文になるだろ

う．30年以上にわたって台風の研究に取り組んで来た上

井は，台風の中心気圧急下降の出現がフィリッピン東方

洋上から東支那海にわたる海域とマリアナ海域に二分さ

れ，前者は季節変化があるが，後者は7月に出現するこ

とを見出し，後者の成因は，明確には証明出来ないが力

学的なものによるだろうと推論した．さらに現場の予報

官が簡単に使える予報則の確立にまで発展させられるよ

う期待したい．　　　　　　　　　　（杉本豊，土屋清）

〔放 射〕

　第2日目午前放射関係のsessionにおいて発表された

研究は8篇であったが，それぞれについてかなり活発な

討論が行われ盛会であっ事を最初に御報告しておく．

　放射の問題の中での基礎的課題である放射伝達の理論

的研究はこれまで東北大学，気象研究所において精力的

に取組まれているが今回発表されたものは，田中：r放

射伝達方程式の数値解法」および山本・田中・浅野：

r水雲の赤外放射伝達特性」の2篇であった．前者はエ

ー・ゾルを含む所謂混濁大気中の放射伝達の解法を示す

もので，後者は雲あるいは霧粒による吸収，散乱の共存

する場における放射伝達の解法と示しており，何れも近

い将来における明快な解決の期待されるものである．

　放射伝達の問題において，吸収係数の正しい値を知る

事は重要な問題であるが，これについてはこれまでにも

意欲的な研究が続けられており，引き続いて今回発表さ

れたものは山本・田中・青木：r水蒸気6．3μ帯の線強

度の測定」および広野：「N20の半幅値の計算」の2篇

であった．前者は，水蒸気の振動回転帯の線強度の測定

を行ない，分子を剛体とした場合の計算値に対する補正

の問題を取扱ったもので，結果についての他の研究との

比較では大ぎな相異を示しているが，今後の究明の望ま

れる問題である．後者はN20の半幅値とAndersonり

理論を用いて計算したもので，2分子間の相互作用につ

いて細かい考慮を加えて計算したものである．

　日射の測定に関する研究は大谷：「フィルター日射観

測による可降水量の推定」と山本・田中・升田：r直達

光の波長別観測とエア・ゾルの粒度分布（皿）」の2篇

である．前者はゴルチンスキー日射計にフィルターを付

して近赤外域の直射光を測定し，地上に到達する日射量
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から可降水量を求める問題である．この取扱いにおいて

は水蒸気分子の散乱が考慮されているのであるが，むし

ろ，水蒸気を吸収した比較的大きなエー・ゾルによる散

乱がより重要である事が指摘された．この様な粒子の粒

経分布の相異まで考慮に入れるとかなり難かしい問題で

あるが，実用を目的として発展を図るべき問題と思われ

る．後者は，直射光の分光測定によりエア・ゾル粒子の

消散係数を求め，その粒度分布を求める問題であるが，

この種の測定がフィルターを用いた光学的方法で比較的

容易に行われ，エア・ゾルの粒度分布の資料が豊富にな

る事が望まれる．

　佐藤：r任意方向に傾斜せる平面の数理日射（皿）」は，

応用面では多くの要望に答える事のできる問題であっ

て，実際の大気すなわち混濁大気さらには雲のある場合

の水平面の日射量について値を求め実用に供する事が出

来るような発展が期待される．

　堀内：r極光帯での夜間下部熱圏イオン」は高層大気

の組成の解明への一殺階る示すものであるが，この種の

研究発表は未だ数少くもっと多くの人により積極的に進

められなければならない問題と思われる．（村井潔三）

〔大循環・力学〕

　広瀬は長期予報の客観的処理の一方法として直交関数

を利用する技術を開拓・改良しつつある．この関数が時

間だけの関数で，場所によらないように選ぶ点がポイン

トの一つであるが，話としては統計処理の細部よりも，

むしろ各要点の物理的な意義の説明がもっと欲しかっ

た．

　戸松・篠田は，成層圏のエネルギー・サイクルが人に

よって全く違った方向の結論が出ている点に着目して，

あらたに各層毎の細かい計算をして，高度により，季節

による変化を示したが，出発点における疑問に対する統

一的な答をもうすこし明確に説明してもらいたかった．

　ブロッキングに関する報告が二つ．土屋は気候への影

響の定性的な話をし，森は力学構造の平均の姿を量的に

話した．両者共に統計処理のためにブ・ッキングの定量

的な定義を必要とするが，前者は“500mbの長波の峰に

に閉じた等高線が3日以上続ぐ’現象を取り上げ，後者

は“半旬平均の帯状風のダブル・ジェットが3半旬以上

続く”現象に着目している．それぞれに意義はあるであ

ろうが，このような定義の任意性に統一を与える研究が

欲しい．

　成層圏天気図に関する報告が二つ．大井は従来からの

27
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研究の続ぎとしての，型の分類を，下層の天気図との関

連において解釈する話をした．山元その他は観測の少い

成層圏上部および中間圏の天気図をプラネタリー波の垂

直伝播の理論式と，利用出来る・ケット観測の結果を用

いて推定する一方法を提案した．

　熱帯の下部成層圏を西進する波長1万キ・位の波動に

着目している東大グループからその後の，主として風の

スペクトル解析に基づく研究が報告された．丸山はこの

波動が西風の運動量を上方に輸送していることを示し，

新田はこの波とほぼ同様な4日周期のものが対流圏下層

にも卓越していること，およびその緯度・経度分布など

を詳しく示した．また柳井・林は対流圏上部の模様を明

らかにするなどこの西進波動の詳細な構造が着実に掘り

下げられているようである．

　柳井は，熱帯の成層圏上部から中間圏に至る領域の開

拓を目指し，アッセンション島の・ケット観測値から年

変化・日々変化・日変化のような基本的な変動の特長を

説明した．

　広田は冬の高緯度地方の循環の全成層圏的な規模の性

格の一端を巧みに抽象して見せた．今後，この種の報告

が多くなってくるだろう．　　　　　　　（沢田竜吉）

〔気象力学〕

　今回は対流に関連した研究発表が数多く行われた．

　八木橋・小倉は二枚の平板中に一一般流の方向にならん

だロール型対流を数値実験により再現し，森・内田の室

内実験と比較した．数値積分より定常に落着いた状態

で，温度分布，速度分布，熱輸送量を測定値と対比し，

更にNusselt数とRayleigh数の関係，Rayleigh数や対

流の横幅を変えるときに卓越するモードなどを論じた本

格的なものであった．対流はNusselt数を最大にするよ

うに起るのか等いくつもの質問が出た．

　八木橋・小倉はさらにSaltzman流に有限個のフーリ

エ成分のみでエネルギー的に閉じた方程式系を用い，有

限振幅のベナール型対流の最終定常状態がどのように初

期値に依存するかを調べた．モードの選択は，線型安定

度理論からは臨界Rayleigh数を最小にするように起る

筈であるが，初期値のとり方によっては必ずしもそうな

らないことが示され大変興味ある発表であった．

　木村は前回報告された赤外線による内部加熱によって

生ずる周期的な対流を，更に改良した装置を用いて行

い，温度変動のみならず，シュリーレン法によって発生

しているplume状の対流を明示した．定常的な対流か

28

ら変動する対流の遷移など今後理論的にも興味ある問題

となろう．

　近藤・小倉は不安定層の上に安定層をおいた二重成層

流体の線型安定度を厳密に論じた，上の安定層の深さを

増すと臨界Rayleigh数が減る．また安定層の温度傾度

を中立に近くて行くと臨界Rayleigh数が小さくなり，

また選択される対流の流の波数が小さくなる．二つの流

体の間の接続条件や，大気中の対流における安定層と対

流の縦横比との対応などについて質問があった．

　宇加治・松野、ま，以前に発表されて，横幅と高さに比

べて奥行きの狭い対流槽で得られた極めて大きな臨界

Rayleigh数を，側壁の摩擦と熱伝導を考慮して理論的

に見事に説明した．

　二宮は，今までの日本海における収支解析をふまえ

て，域内での地上観測，周辺での上層観測，雲の分布な

どを与えて，海面からの補給量，熱，水蒸気の対流輸送

量，凝結量等とconsistentに域内での高度場，温度場を

客観的に決定する方法を提出した．極めてユニークな試

みであるが，時間不足で分りにくかったのか質問が出な

かったのは残念であった．

　岸保は，条件付不安定な成層をした大気中で，対流に

よって生ずる凝結熱の放出量を予め求め，これを大規模

運動の予報方程式系に組入れることによって日本西部に

発生した小低気圧を予報した．雲量σとどうやって決め

るのか今後更に改良と加えられることを期待したい．

　以上付れも独得の着想にもとづいたすく・れた研究であ

り，もっと討論する時間が欲しかった．　　（柳井迫雄）

　柳井・時岡論文の慣性不安定については，地球をとり

まく円環に適用する可能性が提起されたが，慣性不安定

でpreferされる擾乱は対流とは逆に水平方向にねてい

るものであることが指摘された．また線型化してgrowth

rateを出すとき，固有値問題として扱うと楕円型，双曲

型領域が出て，双曲型領域が充分広くないとそもそも

growthが起らないが、実際の時間積分はprimitive

equationsを使うので境界値問題としての双曲型方程式

は出ないし，著者達はさしづめ実際への適用は考えてい

ないことが述べられた．岡村・岸保の新しい差分scheme

については，格子間隔の2倍の波長のノイズの動静が討

論され，今回のschemeではそれらが移動することが指

摘された．新田（勅）・柳井の順圧不安定度の調査で，

平均流に対してgro、lth　rateが低緯度で小さかったこ

との理由が論じられ，風速及びshearが弱い点が指摘さ

れたが，一方こまかい時間規模の流れに関して目下調べ

、天気”15．7．
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られているので常にgr・wth　rateが小さいかどうかに

ついてはこれから明らかにされるとのことであった．偏

西風と偏東風で不安定性が異るのはβ一効果によること

が述べられた．

　松野・重久論文については，帯状流を子午方向に変化

させた点が新しい．東風と西風の差は，東風での吸収，

西風での波動光学的反射にあるが，西風jetの日々変動

の影響が伝播にどうきくか直ちには分らないこと，エネ

ルギー鉛直伝播とjetによる反射・吸収の程度とのかね

合いについてもこれからの課題であることが述べられ

た．相原の計算結果では成層圏擾乱が対流圏から碗

で運ばれたエネルギーによること，その大ぎさは対流圏

のωノαノと同程度であることが示された．今回準地衡風

系を採用したのは主として計算時間の節約によるとのこ

とであった．竹内の仕事は，本質的には準地衡風近似の

仮定内で地表面附近の発達を論じたものであることが確

認された．沢田・瓜生・松尾の実験結果については，等

温線分布からは直ちに波動の鉛直軸との関係が出ないこ

と・流線との関係は観測上一般流におおわれて困難なこ

とが指摘された．大井の解析解については今後長期間積

分を行う計画が附言された．荒川の仕事に，ついては，

jumpの位置決定の一意性，左から右へ吹くのはEuler

風的な慣性流であることが指摘された．荒川・大林計算

で，jumpの両側のエネルギーの不連続性と行方不明の

エネルギーの解釈が今後の課題となり，また北海道での

実測との対応がよいのは1次のオーダーについてである

こと，逆転面がなくてもjumpが起っていることが述べ

られた．　　　　　　　　　　　　　　　　　（新田尚）

〔雲　物　理〕

　午前中は，関連測器の試作・テストに関するものが多

かったせいか・活発な討論のあったものはむしろ少なか

った．

　外山・小林の含水量ゾンデについては，水滴の捕捉率

と，含水量が大きいときに記録が飽和する問題が質問さ

れた．過冷却のときでも一100C位まで測定でぎた由で

ある．重さは2kg．高橋渤他の雪ゾンデによる測定で

は，地上近くからおよそ4，000mまで降雪要素が多数の

層状をなして分布している観測結果が興味をひいた．高

度分布測定の密度（40mに1点）から見て，また読取降

雪個数からみて，事実であったと見るべきであろう．佐

粧・徳植の細線式雲水量計では，層積雲の頂近くで水平

に飛んだときに，雲水量の大きな変動が観測されたこと
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が注意をひいた．

　内藤・高橋の，地震計を航空機に積んで雲中のi垂直気

流を出そうとする試みは，ある程度成功しているが，飛

行機自体が一種のバンドパスフィルターとなっており，

樋口は，鉛直速度の絶対値を求める目的ならば一層本格

的なものが必要であると指摘した．佐粧・徳植の熱線式

微風向計は，手軽に製作・使用できる微風計を目的とし

たもので，スケール150m位の気塊の運動を捕えた．風

向の読取限界について質問があったが，out　putは更に

改良の余地があろう．

　高木・浜は海岸近くの塩害問題を対象として，塩分の

全量を長期観測する装置を作った．粒子を一つ一つ数え

る必要がないかわりに，質量の異なる個々の塩粒子の総

和で見るから，条件の変化を定量的に扱うときに困難を

伴うのではなかろうか．207は取消し．田中・鳥羽は近

畿上空で海塩粒子の3次元分布の観測を行ない，impac－

tion－sedimentation比が10位とすると，彼らの理論モデ

ルで晴天日の陸上の海塩粒子分布の大体の形が予測でき

るとした．こまかい形について質問があった．

　内田は雲粒がランダムに空間に分布しているときの降

水粒子の成長を計算した．ランダム分布を与えた場合

に，初期の段階についた個人差が，将来の歴史に大きく

きいてきて，一様分布のときとかなりちがった結果にな

りうるという，Telford流の計算を，計算の楽なモンテ

・カル・法で発展させようという発想である．粒子の電

荷の影響はきいてこないかという討論，この研究の目的

についての質問で，かなりの発言があった．

　佐粧らは天竜川の川霧の観測を行なったが，さらに川

の水温と気温との関係等霧の発生条件との対応づけをも

行なうことが希望される．佐粧・徳植はまた，富士山に

発生する積雲の降水機構について，観測された大雲粒・

drizzleの間歓的出現に対して積雲セルのパルセーショ

ン発達モデルを述べたが，一つのセルのパルセーション

ではなくて，次々違ったパーセルが通過したのではない

かという疑問を中心にかなりの討論を呼んだ．

　当舎は，統計的見地から降水強度の時間的変化を取扱

い，エネルギースペクトルの一5／3乗則がここでも成立

つ事実を示した．これに対しては，将来衛星かレーダー

の助けによって，時間スケールを空間スケールに直して

見るべきことが希望された．　　　　　　（鳥羽良明）

　雲物理，午後の部前半の座長をつとめたので，その間

の報告，討論を通じて受けた印象を記すことにする．

　213高橋勘の氷の熱電能測定では，氷の冷い側の電位

圏
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が負から正に移る温度が，不純物濃度によるという興味

ある結果が示された．Latham＆Masonの実験との相

違に対する質問には，彼らの実験が不正確として片づけ

られたが，彼らに氷サンプルの純度に対する配慮が欠け

ていたことを指すのであろうか．

　214高橋（忠）山下の落下水滴の凍結実験では，水滴

が大きくなるほどcrackが多く生ずるが，凍り易さに水

滴の大小は関係しないとのことであった．滴下した水滴

の温度は0～＋50Cの範囲とのことだが，初期温度を，

例えば00Cに一定すれば，もっとはっきりした結果が得

られたのでなかろうか．

　215村松・小林（寿）は過冷却水滴の凍結に対する方

程式を解き，splinterの生成数は水滴が内部まで凍る必

要な時間によること，即ち急速凍結の場合ほどsplinter

が多いことを示した．

　216油川・孫野は一10。C以下で，氷の基面に付着凍

結する霧粒は多結晶となること，これを人工雪装置に入

れると，その霧粒からは母結晶とは異なった方向に樹枝

状の枝が成長するのを観測した．しかしながらこの実験

では，母結晶のC軸と三次的な枝のそれとなす角度を測

っていないのが惜しまれる．同様な観測はすでは偏光顕

微鏡を使ってなされているから，この実験は，母結晶基

面に対する二次的な樹枝のなす角を測り，樋口の出した

氷一氷のエピタクシー理論を確めることに意義がある．

樋口がこの報告に対し「余りに中間報告的すぎる」と評

したが，最近学会に発表される論文が非常に増し，その

運営方法が座長会の席でも論議されているおりから，発

表者は一応まとまった研究を報告するよう心してほしい

と思う．

　217八木は浮遊する氷晶の軌跡を撮影してその落下速

度を求め，平均9．2cm／sec，また氷晶のレプリカから大

きさの平均96μを得た．飛跡から個々の氷晶の大ぎさが

推定できないなら，レプリカによる大きさの分布と落下

速度の分布とにつき統計的な検討をすることが必要であ

ろう．

　218桜井は旭川における過冷却霧と氷晶について報告

を行い．水霧も氷霧も霧水量としては同じorderのもの

とのことであった．

　219山下・藤本・高橋（忠）も旭川の霧の観測につい

て報告し，パルプ工場を局地的な降雪の源として指摘し

た．序論が長すぎた感じであったが，この第1報につづ

く成果に期待したい．　　’　　　　　　　（小林禎作）

　第2会場第1日午後の部後半は，すべて野外観測に関
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するものであり，その過半数は海外へ出張観測したもの

であった．全体として予備整理のしかもそのまた中途の

仕事が多く，雲物理同好会とでも称すべき雰囲気で，こ

のままでは物理や化学などの他学会との生存闘争に耐え

て行けるかどうか心配である．座長の私が雰囲気を引き

しめるよう努力すべき点をおこたったことを大いに反省

している．

　この中で光っていたのは丸山ら（220）の報告で，日本

海の冬の層雲を観測飛行して，直径100μ程度の氷球が

沢山あったこと，そのとき氷晶は極めて少なかったこ

と，およびぶどうのふさのように氷球が附着し合った場

合を認めたと言うものである．数年前に礒野らが同じ日

本海の冬に大きな過冷却水滴があることを報告し，その

とき礒野らは凍っていないことを重視したが，今回丸山

らは凍っていることを強調したものである．

　もし両方の結果が正しいとすると，気温が50C以下

であることと，丸山らの氷球の直径が礒野らの水滴の直

径より大きいことからみて，丸山らは礒野らより時間的

に成熟した段階を観測したことになる．もしそうだとす

ると雲粒→水滴→氷球→いがぐり（またはあられ）と言

う北陸しゅう雪形成パターンの第3段階までが実証され

たことになり，残る問題はいがく吻になるかあられにな

るかの分岐点を飛行機観測から探すことになろう．

　ただ観測された氷球が，大気中で凍結していたかある

いはスライド上に捕捉された瞬間に凍結したかについ

て，多くの質問がでた，この点は凍結していることを強

調した丸山らの発表にとって，最も肝心かなめのところ

であるから，質問が集中することは当然と言えよう．必

ずしも納得の行く解答はなかったようで，この疑いを完

全に除去する工夫をほどこした観測が必要であろう．ま

た氷球のぶどう状の集団についてもスライド上で生じた

のではないかとの疑問が提出された．

　221，222はイエローストン公園のたねまき実験で，映

画の中の故田沢誠一氏の元気な姿が悲しみをさそった．
一
2
2
3
， 224，225は取り消し．226は福井のレーダーを使っ

てエコーの形と豪雨の関係をみたもので，渦状構造の存

在を指摘したものである．この系列の仕事は新潟や札幌

の学会でもあったが，豪雨雪に伴う中規模じょう乱の存

在の有無が中心課題の1つとなって折から，決定版をつ

くり上げるまでねばり続けることを期待したい．227は

スケートリンクの温度温定で，日射下の透明体の表面温

度を測定すると言う大問題なので農業気象関係からも多

くの来聴者があったが，発表者が従来の測定法の非をな

、天気”15。7．
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らすことに急で肝心の自分の測定法に関する苦心に関す

る説明が徹底しないうらみがあった．228は昨今アイス

ランドと言えば浅井と言われる発表者の地形学的な間題

指摘，229はアラスカ調査であるが，本報告を聞いてか

ら論評したい．　　　　　　　　　　　　　（駒林　誠）

〔大気電気・大気汚染〕

　このセッションでは，大気電気関係で9編，大気汚染

関係で3編の論文が発表され，（石川・森田・高木：「上

層大気中のイオン密度測定に関するモデル実験」の発表

は取消しとなった）聴衆も第2会場をほぼ埋めつくして

盛会であった．しかし，与えられた時間内に，この数の

論文の発表，討論を消化することは極めて困難で，質疑

討論を極度に制限せざるを得なかったことは残念であっ

た．

　特に，雪の電荷と電場の関係については，名大関係

（長谷美・深津・高橋：北陸降雪のレーダーエコーと空

中電位・雪の電荷との同時観測）と北大（重野・孫野：

繋留気球法によと下層の降雪電気の観測）では，反対の

結果を与えている点もあり，もし詳細な点の応酬に立ち

到れば，有益なしかも面白い議論が期待され，それこそ

学会の真の意義が見出されるところであったであろう

が，これも，「同じ場所で，同じ現象を両者で同時に観

測しなければ解決はつかない」という孫野の提案を結論

とせざるを得なかった．

　孫野・河村：微水滴の凍結による荷電現象の観測につ

いては，磯野より微水滴噴出の際の荷電作用の影響に関

する質問があり，予稿95頁の図についても，正負帯電水

滴の存在比に関しては，その絶体値というよりは，温度

が下るにつれて，正帯電の比率が増加するという変化の

意味を強調する答弁があった．

　志尾・孫野：単結晶水の摩擦電気の研究，石川・森田

・高木：大気イオン密度の気球観測はいずれも，約2週

問前，東京で行われた第4回国際大気電気会議，および

4月の大気電気シンポジウムで発表されたものと，大要

は同一であった．

　太田垣・小林・北川：大気電場測定精度の研究，は極

作用が大気電場測定におよぼす影響をパッシィプ・アン

テナで験証したものであって，特に降雪などにともなう

強電場測定の場合には，極作用による誤差に注意を要す

るとおもわれる．

　石川・高木・森田：海洋上の大気電場，は観測結果に

より，小数例であるが，雷の世界的活動度との対応をた
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しかめ，短週期変動については，海面上の空間電荷の不

均等分布を推論したものであった．

　藤原・関川：エー・ゾル粒子の荷電分布の測定は・イ

コ型粒子数測定器を用いて1ミク・ン前後の粒子の荷電

状態，粒子比重に関する測定結果を示したものであっ

て，測定方式は面白いし，今後が期待される．ただし，

この種の研究では，製品として市販されている測定器に

ついては充分な検討を望みたい．

　朝来野・阿部：Rn生成物を標識としたエーロゾルの

凝集速度の測定では，RaA，B，Cの拡散係数測定の結

果から，A→B→Cという崩壊に要する時間中の凝集速

度を推論したものであったが，質疑討論の時間がもてな

かった．

　大気汚染に関する論文3編，桜庭・森口・山路：工業

地域を煙源とした拡散実験，同じく，線源を用いた拡散

実験，および，佐藤・桜庭：高温排ガスの上昇について

はそれぞれ森口・桜庭・佐藤により発表され，いずれも

活溌な質疑討論が行われた．たとえば，二番目のものに

ついては，拡散に有効な渦動の大きさと，線源の大きさ

との関係について，高橋その他と講演者間にかなり時間

をかけた討論があった．しかしながら，これらのことに

ついては，筆者には専門外で討論の本質をつかむことが

できなかったので，その適格なとりまとめを報告できぬ

ことを深くお詑びする．　　　　　　　　（三崎方郎）

〔測 器〕

　孫野外（243）は4～5km以下の層内の風の微細構造

（約100mの厚さの平均風速）をパイ・ットバルーンの

二点観測に類似の方法で行ない，その結果をレーウィン

観測と比較して3～4m／sec以上の風の変動については

充分議論でぎる精度との結論であった．ただ，レーウィ

ン観測が数kmの厚さの層内の平均上昇速度により平滑

化した風を求めていること，レーウィン受信器の測角誤

差は±0．1～0．050あり，一方セオドライトの測角精度

は±0．01まで可能なことなどからこの評価は厳しすぎ

るものと考えられ，一般的な結論とは言えまい．しか

し，このような合目的パイバル観測の評価は研究者が自

らの手で研究資料を開拓する意欲の現れとして敬意を表

したい．経塚外（244）は試作した上昇下降流ゾンデの実

験結果を示し，プ・ペラの回転数から求めた垂直流と微

気圧計の記録から求めたものを比較し，両者は定性的に

はよく一致していることを示した．講演内容にも述べら

れているように，定量的に信頼性のある結果を得るには

51
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測器（とくに低圧におけるプロペラの特性の問題が指摘

された）と落下傘の静止大気中の落下速度の推定精度の

向上が今後の問題であり，実用化されれば各方面での応

用が考えられよう．佐橋（245）は気温測定における太陽

放射の影響を論じたが，とくに放射覆いのない場合につ

いてのこの種の研究はラジオゾンデ用温度計以外は案外

行なわれていないようで，実際的な研究としてその結果

が利用されよう．小倉外（246）はBames社製赤外線放

射温度計による海水表面温度の測定とバケツ法による測

定の結果を比較し，両者の差の原因の検討が示された

が，使用波長域が8～14μでは，H20とCO2の影響が

無視できないから8～11μのwindowを使うべきではな

いか（山本），水はこの波長域では0．1mmの厚さで吸

収してしまうから，白浪のたつときにはシブキの温度を

測定している恐れのあること（山本），バケツ法とでは

測定対象が異なるのではないか（藤本）などが指摘され

たが，実用上今後解明されるべき問題であろう．高木外

（247，248）は工学関係者が気象（放射）の分野に意欲

的に取り組んでいる例であり，わが国でも人工衛星用放

射センサーの開発研究が進められている現在，このよう

な交流は大いに歓迎される．根本（249）小林外（250）

は酸化アルミニウム温度計の試作・実験結果について発

表したが，このセンサーが気象測器として有用かどうか

は今後の改良研究にかかっている．両氏の実験結果は温

度特性・経日変化等にかなりの差が認められたが，純度

・製造法・測定法などが違うのことがその原因であろう

という見解が両氏によって示された．相互の情報交換に

より実用化が促進されるよう希望する．木村（452）は

P205感湿素子の実験結果を示したが，これも今後実用

化の期待されているセンサーの一つであり，様々な気象

環境における特性の解明が必要であろう．北原外（253）

はカーボン皮膜湿度計の特性についての実験結果を示し

たが，繊維類を変えることにより高温における安定性と

履歴幅の改善が行なわれたことが報告された．このタイ

プの湿度計は広くアメリカにおいて，また日本でも南極

用ゾンデに採用されていることからも，今後も継続的な

研究を望みたい，とくに高湿（95％以上）における不安

定性，温度特性などが今後に残された問題であろう．内

藤外（254）のレーザ・レーダーによる下層大気の予備的

観測結果の報告はエアロゾルからのエコーの検出が可能

なことから，これを媒介とした大気構造の観測解析手段

を提起したものであり，今後観測結果がそのveri伽ation

によって信頼されるようになれば，新らしい観測技術と
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して有用となろう．

〔乱 流〕

（関口理郎）

　乱流の研究は現在一大難関に行きあたっているのでし

ょうか．理論でも実験でも先何を説明しようとするかを

探している所で，これがそのまま今回の気象学会の講演

に反映しているような感じです．実験では研究対象を拡

大しようという努力が見られ，従来の乱流の枠が破られ

そうな感じがするのはうれしい事です．以下私の担当し

た分を具体的に感想をのべてみます．

　京大の光田，，蒲生氏はプ・ペラ型垂直風速計の特性，

特に動特性を調べ，この種の計器を用いるときの注意を

のべている．東大の田中氏は乱流の構造を理論的に説明

しようとしているが，理論特有の式仮定をもうけて事実

を説明しようとしているわけだが，その仮説が他の人を

なっとくさせる妥当性を持たすという点で行きづまって

いるようである．京大の花房，米谷，佐野，光田の諸氏

と気象研の根本，当舎，藤田，魚津の諸氏はそれぞれ接

地気層の乱流の実験報告を行なった．これらは場所の選

定，時期の選択，計器の設計，整理の計画等に多くの困

難性があって，短い講演時間ではその内容についてとか

く言えない．後日論文，データーが印刷されるであろう

から，その時まで感想をのばしたい．東大の竹田氏は風

と波との関係を述べたがこれも今後の研究の発展をまち

たい．

　気象研の杉浦氏は海面蒸発と海水塩分との関係を報告

した．事実そのものは従来より知られた事であったが海

水中の塩分の変化の構造を明らかにしようとした点で興

味あるもので，戸外観測と室内実験の両者から実証を求

めた．今後の研究を期待させるものがある．

　東京航空気象台の草野，庄山氏は昨年羽田で観測した

風と気圧の短周期変動について報告した．周期は約10分

で3時間にも及ぶこの変動は風，気圧ばかりでなく気

温，露点，雲高にまで変動している．このような現象は

従来より知られているかどうかは私は知らないが，周期

現象であれば従来の乱流の研究対象にはならなかった．

しかし発生，減衰まで考えると，特に乱流ではその発生

にふれるものが極めて少なかっただけに，今後の乱流研

究の対象となることもあり得るであろう．（大西外史）

　第2会場第3日目午後の後半の発表は従来あまり研究

が進んでおらず，未知な面の多く残されているplanetary

boundary　layerの研究に関するものが中心であった．

黒崎氏らの研究はこの気層内の現象の数値的なsimula．

、天気”15．7．
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tlonを試みたものであり，その成果には興味が多いが，

今日のように観測により確認された事実が少ない状態で

この種の計算を進めることは仮定の積み上げによって仮

空の世界を作り上げてしまう恐れがないこともない．む

しろこのような研究から観測事実に対する予測，あるい

は観測による研究の進むべき方向の示唆がなされること

が望まれる．横山氏の研究は係留気球を用いて行なわれ

たものであるが，従来技術的な困難さからあまり行われ

ていなかった上空での変動量の測定を行うための努力が

なされている点でその意味は大きい．塔を用いることな

く高さ500mぐらいまでの気層の測定が出来るという点

で非常に有利であり将来さらに進歩させるべき研究方法

であると思われる．大田氏以下気象研，物理気象の方々

による一連の研究は気流の観測方法に関するもので，米

国で開発された定圧気球を山越え気流の測定に応用しよ

うとするのがその主な目的であるが，この方法もその可

能性が大きなものであるとの印象が強かった．しかし，

この種の研究は世界各国でその目的や条件が少しづつ異

なっているから，複雑な地形の上の状態を調べねばなら

ない日本においても独自の研究方法が開発されねばなら

ないのではないかと思われる．最後の山本氏らの研究は

他のものと少し異なっていて，落下速度が無視出来ない

ような大きさの小粒子の乱流拡散を一般的な場合につい

て考案したものである．このような問題は煙突からの汚

染物質の拡散に関する場合のみでなく，巨大海塩核の拡

散あるいは降水セルからの降水粒子の拡散に関する問題
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にも応用されるものであり，一般性のある結論の出され

ることが期待される．　　　　　　　　　（光田　寧）

〔あとがき〕

　大会が年を追って盛んになり，多くの参会者を集め，

数多くの研究発表があって，気象学の進歩に貢献してい

ることは，喜ばしい．しかし，2会場2日半の現行の日

程で，年々増加の傾向にある研究発表を消化すること

は，もはや限界に達したように思われる．今回の講演申

込数は144題で，プ・グラム編成には非常に苦心したが，

やはり，reviewの随所に見らるように，時間不足の不

満は拭えなかったようである．とくに各セッションの運

営を担当された座長の御苦労は並大抵のものではなかっ

ただろう．

　この解決方法について，大会時の座長会議でもかなり

の議論があり，会場を3会場にするか，日程を延ばすか

などの点については，一長一短があって結論は得られな

かった．次期の講演企画委員会あるいは理事会が，当面

解決を迫られる難題であるが，これは学会の運営にあた

る当事者だけでなく，会員全体が考えなければならない

問題である．解決の名案があれば，ぜひ御意見をお寄せ

いただきたい．

　なお，終りに，大会の運営に御尽力いただいた気象研

究所・気象庁の関係者ならびに座長の方々に厚く御礼申

し上げる．　　　　　　　　　　　（講演企画委員会）

夏期大学講座（第2回）テクストの配布について

　夏期大学講座に出席できなかった方のために，同講座

で使いましたテクストを配布することについては，すで

に天気5月号（1968）でお知らせしましたが，幸い講師

の方の熱心な御協力により，内容の大へん充実したもの

を作成することができました．発刊は7月20日前後の予

定ですが，最近の気象学の進歩をReviewするのに適

当した参考文献であると思いますので，希望者は早めに

事務局あて必要部数を申込んで下さい．内容は次の通り

です．

　小倉義光：地球大気開発計画，土屋清：気象衛星，廣

田勇：大気大循環の思想，清野善兵衛：南極の気象，中

村繁：山岳気象，島田守家：メソ気象，丸山栄三：生物

と気象，宮沢清治：高層天気図，田村邦雄：台風，倉嶋

厚：天気予報，杉本豊：航空気象，半沢正雄：海洋と気
象．

　なお昨年は刊行部数が不足したため，多くの方に大へ

ん迷惑をおかけしましたので，申込みはできるだけ7月

中におねがい致します．（根本）

1968年7月 35


